
１　施策の位置付け

２　施策の取組状況

施策名

市民満足度

・平成２５年１月の中央教育審議会生涯学習分科会における「議論の整理」において，全ての国民が，そのライフステージや置かれた状況に応じた学習の機会が得られ，学習が継続でき，その成果を社会生活・職業生活に適切に活かすことが
できる生涯学習社会の実現が一層求められているとしている。

施策を取り
巻く環境等

・人材バンクの登録者数については，これまでの講師や講座情報などに加え，地域人材の活用と地域の教育力向
上を目的に，人と団体を結び付ける「地域人材マッチング機能」の構築など，事業の拡大を図るための新たな仕組
みの構築に取り組んでいたため，登録者数はほぼ同数となっているが，平成26年度末にシステムのリニューアルを
完了させたことに伴い，今後は人材バンク登録者数の増加が見込める。
・家庭教育サポーター養成講座修了者数については，親学や家庭教育支援の輪を広げていく必要性を訴え，家庭
教育支援の充実に向けて取り組んできたことにより，修了者数が増加し指標の達成率は9割を維持した。

Ｂ

８　生涯にわたる学習活動を促進する

施策の満足度（％）

生涯学習課

政策の柱 Ⅱ　市民の学ぶ意欲と豊かなこころを育むために
子どもから大人まで，市民の誰もが自分に合った学習の機会や場を得られるとともに，意欲をもっ
て地域のための活動に取り組んでいます。

政策の達成目標
（基本施策目標）

政策名
（基本施策名）
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概ね順調・学習活動やその成果を活動に活かすことができるよう，地域における多様な活動主体間の連携強化に取り組んで
きたことにより，市民満足度は昨年度より増加している。
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  ③　主要な構成事業の進捗状況
　　（主要な構成事業の個別の進捗状況は，「３　施策を構成する事業の状況｝を参照）

実績値

③主要な構成
事業の

進捗状況

　Ａ ： 計画以上
 　　 （主要な構成事業の
　　　２割超が計画以上）
　　　　　　［３３点］

①施策指標

　Ｂ ： 計画どおり
 　 　（主要な構成事業の
　　　８割以上が計画どおり）
　　　　　　［２５点］

　Ａ ：達成度９０％超
　　　　　　［３３点］

Ｃ ：達成度７０％未満
　　　　　［１５点］

Ｃ ： 計画より遅れ
 　 （主要な構成事業の
　　２割超が計画より遅れ）
　　　　　［１５点］

Ｂ ：前年度同水準
　　　（±５ｐｔ以内）
　　　　　　［２５点］

Ｃ ：前年度より低下
　　　（－５ｐｔ超）
　　　　　［１５点］

Ｂ ：達成度７０％～９０％
　　　　　　［２５点］

総合評価
　順調 ：（Ａ評価が２つ以上
（Ｃ評価がある場合を除く。））
　　　　　［９０点以上］

　概ね順調 ：
　（主にＢ評価が２つ以上）
　　［６５点以上９０点未満］

　やや遅れている ：
　（Ｃ評価が２つ以上）
　　　　［６５点未満］

※『①施策指標』の単年度の達成度の計算について

★ 逓増型の指標（目標値が基準値より増加することが望ましいもの） × １００ （％）

★ 逓減型の指標（目標値が基準値より減少することが望ましいもの） × １００ （％）
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３　施策を構成する事業の状況 ※凡例　○：「総合計画の戦略プロジェクト・主要事業」対象，★：「③ 主要な構成事業の進捗状況」対象（最大５事業選択）

４　今後の施策の取組方針

家庭の教育力向上事業の推進　（再掲） ・親学の推進
主に保護者，未来の親（中
学生・高校生等），家庭教育
支援団体，企業

親学出前講座の実施，親と子ども
の情報誌の発行，家庭教育サポー
ターの養成，市Ｐ連・企業との連携
等

一人ひとりの人間力を高める事業として施策目標への貢献度は高く，多様な市
民ニーズや様々な社会情勢に対応した魅力ある講座を今後も実施すると同時
に，地域の課題に気づく地域学講座の実施や，市民が運営する講座の更なる
推進に取り組んでいく。また，講座の実施にあたっては，実施日時の工夫な
ど，地域教育を支える大人の学習機会として，より多くの市民が受講できるよう
努めていく。

3,522

S36

家庭や地域における教育力の低下が憂慮される中，家庭教育支援の柱である
親学の推進は非常に重要であり，親学出前講座や親学情報誌の発行，その他
家庭教育に関する啓発事業などを実施している。平成26年度については，思
春期の子どもをもつ親の家庭の教育力向上を図るため，著名な専門家を講師
とした大規模な講演会を開催するとともに，講座に参加困難な親に対しての親
学周知を図るため，市ＰＴＡ連合会等との連携強化や不特定多数の保護者が
集まる場にも出向き親学講座を実施するなど，計画以上の講座を開催し，昨年
度と比較し千人以上の参加者が増加した。今後も生涯学習センター等での親
学講座の開催や，企業における社員研修での親学出前講座の実施を図るな
ど，親学を面的に広めていく。
また，親同士の交流促進や孤立している親への支援を行う家庭教育サポー
ターについても，地域における活動の活性化を図るための支援を行うとともに，
フォローアップ研修やサポーター同士の情報交換の場を設定するなど，養成講
座修了後の活動支援を行っていく。

S24

出展団体や市民が交流しながら活動紹介や情報交換ができ，施策目標の達
成に貢献している。今後もより一層，市民の生涯学習支援に寄与することがで
きるよう，引き続き「うつのみや人づくりフォーラム」と同時開催し，局内の連携
を強化するとともに事業の更なる充実を図っていく。

・各種講座・事業の充実

生涯学習にかかわる又は関
心のある市民

地域教育メッセの開催・地域教育メッセの充実

計画以上 3,133 Ｈ１９ 独自性

計画どおり

5

6

7 概ね１８歳以上の市民
各種教養講座，高齢者教室などの
開催

31

事業の経費に対する補助金の交付宇都宮市子ども会連合会補助金
・社会教育関係団体の育成・
連携促進

S44

400
宇都宮市地域婦人会連絡
協議会

宇都宮ユネスコ協会 事業の経費に対する補助金の交付

宇都宮市ＰＴＡ連合会補助金
・社会教育関係団体の育成・
連携促進

宇都宮市ＰＴＡ連合会

宇都宮ユネスコ協会補助金

1,612

計画どおり

計画どおり

計画どおり

計画どおり

・社会教育関係団体の育成・
連携促進

100

計画どおり

先駆的

課題

〈主要事業〉
◆生涯学習情報提供事業については，従来の講師や講座情報などに加え，平成26年度にシステムのリニューアルで付加した，「地域人材
マッチング機能」の効果的運用のための仕組みづくりや利用促進に向けた周知を図っていく。
◆人財かがやき支援事業については，今後もより一層，市民の生涯学習支援に寄与することができるよう，引き続き「うつのみや人づくり
フォーラム」との連携協力を図りながら，事業の更なる充実に取り組んでいく。
◆成人対象事業については，講座の実施日時の工夫などにより，より多くの市民が受講できるよう努めるとともに，多様な市民ニーズや社
会情勢に応じた魅力ある講座の実施，地域学講座や市民運営講座の更なる推進に取り組んでいく。

〈その他個別事業〉

8

事業の経費に対する補助金の交付

宇都宮市子ども会連合会

S36

S32

本市の成人教育及び青少年教育の推進に寄与する団体であり，市の関係各
課の事業協力や支援活動においても充実している団体であることから，今後も
引き続き補助金を継続する。また，協議会活動の更なる活性化や充実に向け
た指導・支援を行っていく。

家庭・学校・地域連携の中心となって活動することが期待される団体であり，今
後も意見交換などを実施しながら，行政と連携した取組の充実等の支援を行
い，本市の家庭と地域の教育力向上のため，引き続き補助金を継続していく。

ユネスコの活動については，市民の人権・国際理解の促進に寄与しており，社
会をつくる人づくりの推進への貢献度は高い。今後は，活動が活性化するよう
支援しながら，人権・国際理解教育を推進していくため，引き続き補助金を継
続する。

方向性

計画どおり

〈施策全般〉
◆地域における多様な活動主体間の連携を積極的に図り，講座等で学んだ知識はもとより，技術，経験，人とのつながりなどを社会参画や
地域活動へとつなげる仕組みづくりに取り組んでいく。

今後の方向性

H２０★

1,100

◆学んだ人を活動主体（団体）につなぐ仕組みの活用や活動に参加するきっかけづくりへの取組，地域の企業や市民活動団体
などにおける連携・協働の促進に向けた取組が必要となっている。

人財かがやき支援事業　（再掲）

事業の経費に対する補助金の交付宇都宮市地域婦人会連絡協議会補助金
・社会教育関係団体の育成・
連携促進

成人対象事業　（再掲） ★

生涯学習情報提供システム（マナビ
ス）による情報提供，学習相談窓口
の開設

2

地域に密着して青少年健全育成に取り組み，中心となって活動することが期待
される団体であり，本市の地域の教育力向上のため，引き続き補助金を継続
する。また指導者研修の共同開催など，行政と連携した取組の充実についても
引き続き支援していく。

市民の主体的な生涯学習活動や地域活動を推進するとともに，学んだ成果を
活かしたい人材を支援する重要な事業である。平成26年度には，システムをリ
ニューアルし，従来の講師や講座情報などに加え，地域人材の活用と地域の
教育力向上を目的に，「ボランティアが可能な人（団体）」と「ボランティアを必要
としている団体（人）」を結び付けるための「地域人材マッチング機能」を付加し
た。今後はその効果的な運用のための仕組みづくりや利用促進に向けた周知
を行っていく。

4

3
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施 策 目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 方 針

全市民○★ Ｈ３

事業の
進捗状況

H26
事業費

（千円）
開始年度

事業が属する総合計画の
構成事業名

取組（何を）

・人材バンクの構築

№
事業内容

対象者・物（誰・何に）

事業名
戦略Ｐ・
主要事業

※

日本一
施策
事業

1 生涯学習情報提供事業


